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融着樹脂ネットを用いた獣害防止用侵入防止柵の開発  

 
小出哲哉1)・辻井 修2)・原田 真3)・竹内秀騎4) ・ 

福井 敬5) ・河合真人6) 

  

  
摘要：ワイヤーメッシュ柵に替わり、軽くて丈夫な融着樹脂ネットを用いた獣害防止用

侵入防止柵の開発を目的に、融着樹脂ネットの目合の選定及び市販柵との比較、イノシ

シに対する強度試験、そして現場を用いた実用性の検討を行った。 

 融着樹脂ネットの目合は20 mmに比べ30 mmが作業性に優れていた。また、融着樹脂ネ

ットは、ダイニーマネット、ステンレスワイヤー入りネット、ワイヤーメッシュと比較

して作業性も優れ、見栄え良く設置できた。イノシシに対する強度は、体当たり等にも

十分耐えられた。現地試験ではイノシシ用融着樹脂ネットは地際部からの侵入を許し

た。実用化に向けては、価格が高いことと地際部対策が課題となることから、ワイヤー

メッシュ柵の上に融着ネットを使用する方法が有望と示唆された。 
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Development of an Animal Protection Net Using a Fusion Resin Net  
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Abstract：The purpose of this study was to develop an animal protection net using 
a light and strong fusion resin net instead of a wire mesh fence. We selected nets 
with different mesh sizes (20 and 30 mm), and compared these with commercial 
fences. We also tested the strength of the mesh nets against wild boars and 
examined the practicality of using these nets in the field. The fusion resin net 
with a mesh size of 30 mm performed better than the resin net with a mesh size 
of 20 mm. The fusion resin net performed better than did the commercial net and 
wire mesh, and was easy to install. The net was strong enough to withstand the 
impact of wild boars. In the field test, however, wild boars were able to get past 
the fusion resin net at the part near the ground. For practical use, we believe 
that combining both the fusion resin net and the wire mesh is the best approach, 
because of the high price of the resin net and the problems associated with boars 
getting past the fusion resin nets near the ground. 
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緒 言 

 

愛知県における野生獣による農作物被害額は 1 億 9千万

円(H29)1)にものぼり、その対策には侵入防止柵による防御

が要となっている 2)。愛知県におけるワイヤーメッシュの

侵入防止柵設置距離は 1900 km にも及びその施工は地域住

民参加型の直営施工 3)となっている。施工者は高齢化が進

む山間部の農家であり、ワイヤーメッシュ柵は丈夫で侵入

防止性には優れているが重く運搬、設置に多くの工数を必

要とするため、設置が負担となっており、ワイヤーメッシ

ュ柵に替わる軽くて丈夫なネット柵が求められている。 

 ワイヤーメッシュ柵の他には電気柵、ネット柵などが知

られている 4)。電気柵は、設置は楽であるが設置後に除草

等の管理労力がかかるため広域に設置する侵入防止柵には

向いていない。また、化学繊維を素材としたネット柵は軽

量で運搬、設置は容易であるが、破られやすく侵入防止

性、耐久性に乏しい。   

 一方、融着樹脂繊維(メルセット○R  (ユニチカ、大阪)) 

は軽くて丈夫で、芯部に高粘度ポリエステル樹脂、鞘部に

低融点のポリエステル樹脂を配した、高強力タイプの芯鞘

複合構造マルチフィラメントであるため、鞘部分を溶融固

化させることにより折れ曲がることがなく、また、たるむ

ことなく張ることができる繊維である。そのため、この繊

維を用いて侵入防止柵を作ることで従来の重いワイヤーメ

ッシュ柵に替わり、軽くて丈夫で、設置が楽な柵ができる

と考えられるが、融着樹脂ネットを用いたシカ、イノシシ

用の侵入防止柵は今まで研究、実用化した例はない。 

そこで、シカ、イノシシを対象とした野生動物に対して

防御性が高く、軽量で優れた運搬性、設置性を兼ね備えた

融着樹脂繊維を素材とする獣害防止用侵入防止柵の開発を

目的に、融着樹脂ネットの目合の選定及び市販柵との比

較、イノシシに対する強度、耐雪性及び現場を用いたイノ

シシ、シカに対する実用性を検討した。 

 

材料及び方法 

 

1 融着樹脂ネットの目合の選定と市販柵との比較 

 試験は愛知県農業総合試験場(以下、農総試)内で行っ

た。供試した柵の種類と規格は表1に示した。融着樹脂

ネット30 mmは図1に示した。区制は1区10 m、2連制とし

た。支柱は角パイプ(25 mm×100 cm)を2 m間隔で30〜40 

cm打ち込み、その上から丸パイプ(φ30 mm×200 cm)を

被せ、先端に専用フックを付けてネットを引っ掛けた。

支柱とネットはステンレス針金で3箇所縛った。調査項

目は設置時間、設置時の感想、獣の出没回数、柵の傷及

び破損状況とした。調査方法は、図2のように畑側(水

田)と獣側(森林)の境に供試ネットを設置し、柵周辺に

エサ(籾)を撒いて餌付けを行い、柵の傷、破損状況等を

確認した。カラスよけとして防鳥ネットを畑側に設置し

た。エサは各試験区に最初は10 Lほど施用し、その後は

適宜1 L程度施用した。柵周辺への出没回数は、自動撮

影カメラ(GISupply、北海道)を5台設置し(反復無し１

連)、月に1回程度データを回収して静止画(インターバ

ル30秒)で確認した。餌付け・撮影は2016年5月3日から

同年12月28日まで行った。破損状況の確認は2017年3月6

日に行った。 

 

2 イノシシに対する融着樹脂ネットの強度試験 

 試験は2回行い、1回目は2016年8月18日に農総試内の 

表 1 柵の種類と規格 

試験区 商品名 メーカー名 規格
融着ネット20 ㎜区 メルセット亀甲目ネット20 ㎜ トヨネン㈱ 目合20 mm　重さ370 g/m２

融着ネット30 ㎜区 メルセット亀甲目ネット30 ㎜ トヨネン㈱ 目合30 mm　重さ295 g/m2

ダイニーマネット区 ダイニーマラッセル柵 東工コーセン㈱ 目合10 cm　φ3 mm
ステンレスワイヤー入
りネット区

防獣ネット止まったくんSI-3 東工コーセン㈱
目合10cm　φ3 mm
ステレス１本入り

ワイヤーメッシュ区 メッシュパネル
㈱伊勢安ワイヤクリ
エイテック

目合7.5×15 cm φ4 mm
１枚2 m×2 m  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1  融着樹脂ネット 30 mm 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 ネットの設置模式図（横から見た図） 

φ3mm 

30mm 

φ5mm 

 

防鳥ネット↓ 

←供試ネット 

↓エサ 

畑側 獣側 
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愛知式囲い罠「おりべえ5)」で、2回目は12月7日に農総

試内の「おりべえⅡ6)」で行った。融着樹脂ネットは目

合30 ㎜、幅190 cmを使用した。１回目の試験では図3の

ように「おりべえ」で捕獲したイノシシをと殺室に幽閉

し、その間に罠内に供試ネットをと殺室入口に繋げるよ

うに張った。一辺380 cmとし、高さ140 cm、裾50 cmと

なるようにネットをイノシシ側に折り曲げ裾はペグ(30 

cm)をおよそ50 cm間隔で打ち込み固定した。支柱は150 

cmのくい丸○R (君岡鉄工株式会社、栃木)を打ち込み、2 

mの単管パイプ(φ48.6 mm)を沿わせ、自在クランプで留

めた。2回目は「おりべえⅡ」で１回目と同形状のネッ

トを設置したが、地際部には裾の折り目を押さえる形で

単管パイプを水平になるように置き、支柱の単管パイプ

に直交クランプで固定した。単管パイプとネットはおよ

そ40 cm間隔で針金を用い固定した。設置後、ネット内

にと殺室からイノシシをネット内に戻し、ネットへの噛

み付きや引っ張る様子をビデオで確認し、1時間後ネッ

トの破損状況を調査した。供試イノシシは8月18日は15 

kg雄、12月7日は40 kg雌成獣であった。 

 

3 耐雪試験 

 試験は津具高原牧場(豊田市設楽町)内で、牧場主が言

う最も雪が多く積もる場所で行った。融着樹脂ネット 

は目合30 mm、幅190 cm、長さ10 mを用い、試験期間

は、2016年12月19日から2017年2月22日とした。供試ネ

ットを試験１と同様に10 m張り、積雪量は自動撮影カメ

ラでインターバル4時間の定点自動撮影を行い、写真か

ら積雪量を判断した。2月22日に目視でネットの状況、

柵の状態を確認した。 

 

4 侵入防止効果の実証 

 (1) イノシシ用ネットの現地実証 

試験は農総試内で行った。供試ネット及び資材は表2

に示した。試験区は融着樹脂ネット区のみとし、融着ネ

ット区はCほ場の周囲580 mのうち、250 mを融着ネット

で囲い(16000 ㎡)、残りはワイヤーメッシュ(高さ1 m、

目合15 ㎝、φ5 ㎜)で囲ってあるものを利用した(既存

柵利用)。設置は、異形鉄筋を2 m間隔で打ち込み、その

上からイノシシ用パイプを被せ、支柱の先端にフックで

ネットを引っ掛けた。アンカーピンをネットの端から5 

cm程度内側に1 m間隔で打ち込んだ。ネットと支柱はス

テンレス針金で3箇所縛った。調査項目は設置時間、設

置時の感想、獣の出没回数、ネットの破損状況、侵入箇

所とした。獣の出没回数、侵入回数は、自動撮影カメラ

で試験区周辺を静止画で撮影し(インターバル30秒)、獣

出没回数と柵内への侵入回数を確認した。自動撮影カメ

ラは3台設置し、月に1回程度データを回収した。撮影期

間は2017年8月31日から2018年2月9日とした。ネットの

破損状況調査は2月26日に行った。 

 (2) シカ用ネットの現地実証 

 試験は津具高原牧場(豊田市設楽町)で行い、供試ネッ

ト及び資材は表2に示した。試験区は融着樹脂ネット区

と無処理区を設け、融着樹脂ネット区は240 m×50 m 

(12000 ㎡)、無処理区は50 m×50 m(2500 m2)とした。

融着樹脂ネット区は、供試ネットを1辺300 m設置し、電

気柵(高さ180 ㎝、5段柵線)で残りの3辺を囲った。無処

理区は、山側1辺を開放し、3辺を電気柵(高さ180 ㎝、5

段柵線)で囲った(図4)。 

表 2 シカ用ネットとイノシシ用ネットの使用部

材と規格 

部材 品名 規格（単位 mm) 備考
シカ用ネット 融着樹脂ネット 高さ1800、裾200
イノシシ用ネット 融着樹脂ネット 高さ1800、裾300 
杭 異径鉄筋 φ19×L1000
シカ用支柱 パイプ φ25.4×L1800
イノシシ用支柱 パイプ φ25.4×L1500
支柱フック メッキ吊り金具 φ3.2　L300 U字75 パイプ先端に刺

し込む
アンカーピン アンカーピン 羽根付き　L440 1 m間隔  

表 3 柵の種類と作業時間 

試験区 人数
設置時間

(分/10 ｍ)
所要時間
(人×分)

融着樹脂ネット20 ㎜区 3 5 15
融着樹脂ネット30 ㎜区 3 2 6
ダイニーマネット区 3 15 45
ステンレスネット区 3 2 6
ワイヤーメッシュ区 2.5 6 15  

表 4 柵の種類と獣種別撮影回数 
試験区 イノシシ キツネ タヌキ その他 計

融着樹脂ネット20 ㎜区 653 3 47 29 732
融着樹脂ネット30 ㎜区 552 27 81 49 707
ダイニーマネット区 364 3 39 11 416
ステンレスネット区 399 16 229 94 738
ワイヤーメッシュ区 398 8 65 38 509
その他はハクビシン、アライグマ、ネコ、ウサギ  

表 5 柵の種類と破損箇所数 

試験区 穴 裾めくれ
融着樹脂ネット20 ㎜区 0 2
融着樹脂ネット30 ㎜区 0 1
ダイニーマネット区 3 0
ステンレスネット区 2 0
ワイヤーメッシュ区 0 0
2017年3月6日調査  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 3 ネットの強度試験の模式図 

（上から見た図） 

おりべえ→ 供試ネット↓ 

と殺室↓ 
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 調査項目、試験方法は(1)イノシシ用ネットの現地実

証と同様に行ったが、耐雪性を追加した。耐雪性は積雪

時2018年1月23日にネットの状況を目視で行った。耐雪

性は積雪時(1月23日)に目視による達観調査を行った。

融着樹脂ネット区は自動撮影カメラ3台、無処理区は2台

設置し、撮影期間は2017年9月11日から2018年1月23日と

した。 

 

試験結果 

 
1 融着樹脂ネットの目合の選定と市販柵との比較 

 設置時の作業時間を表3に示した。設置時間は、融着樹

脂ネット30 mm区と20 mm区とで比較すると30 mm区の方が

短かった。また、試験区全体では、融着ネット30 mm区と

ステンレスネット区が短かった。融着樹脂ネット両区は

見栄え良く張れ、ステンレスネットはネット上部に引張

り線が入っていないため、ネットがピンと張れず見栄え

が悪かった。また、ダイニーマネットは絡み易く展帳す

るのに時間がかかった。ワイヤーメッシュは5 kg/mと重

いが、1枚がパネル状なので取り扱いは容易であった。 

表4に獣種別の撮影回数を示した。各区イノシシ、キツネ

等の野生獣が400～700回撮影された。その中でもイノシ

シが多かった。各試験区の破損状況は、融着ネット両区

はネット下部からイノシシに侵入された。また、ステン

レスネット区、ダイニーマネット区は切れて穴があいた

(表5)。ワイヤーメッシュ区の破損箇所、侵入箇所は無か

った。 

 
2 イノシシに対する融着樹脂ネットの強度試験 

 1回目試験では、15 kgのイノシシの突進、噛み付きに

よるネットの損傷は見られなかった。2回目の試験では、

40 kgのイノシシによる突進に耐えることはできたが、嚙

み付き、引っ張られて、1箇所ネットが切れた。損傷程度

は軽かった。 
 
3 耐雪試験 

 融着樹脂ネットの耐雪試験では、2016年度は雪が少な

く、最深積雪量は40 cm程度であった。ネットの上にはほ

とんど積雪は見られなかった。ネットに痛みや劣化、傾

倒はみられなかった。 
 
4 侵入防止効果の実証 

 (1) イノシシ用ネットの現地実証 

 設置は午前10時から12時(休憩15分)までは10人、午後1

時から1時30分までは11人で行い、労働時間は34人時/192 

mで、100 m当たり17.7人時であった(表6)。設置時の感想

として、地面が硬く、ペグを打ち込むことに苦労した。

最後まで打ち込みきれないものも若干みられた。 

 ネットの破損状況は、2018年2月26日においてアンカー

ピンが12本抜けて、侵入箇所が5箇所、ネットが切れてい

た箇所は16箇所であった(表7)。 

 イノシシ用ネットの外側には延べ14頭のイノシシが、

ネットの内側には延べ9頭のイノシシが撮影された。ま

た、イノシシがネットを咥えて引っ張る様子が撮影され

た(図5)。 

 (2) シカ用ネットの現地実証 

 設置は11人(内1人は運搬専用)で行い、合計45人時/240 

mであった。100 m当たり、18.8人時であった(表6)。 

 シカ用ネットは破損箇所は見られなかったが、融着樹

脂ネット区の電気柵の支柱1本が中ほどで曲がり、その柵

線が1箇所たるんでいた。 

表 6 柵の種類と規格 

試験区 場所 作業人 労働時間 (人時) 設置距離 (m) 100 m当たり労働時間 (人時)
イノシシ用融着樹脂ネット 農総試 10～11 34 192 17.7
シカ用融着樹脂ネット 津具高原牧場 11人 (内１人運搬専属) 45 240 18.8  

融着ネット区

無処理区

融着ネット
電気柵

既存の電気柵

牧草地

山

 

 図 4 津具高原牧場の試験区 

 

 図 5 ネットを噛みついて引っ張る 

イノシシ 
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試験区内の撮影回数は、融着樹脂ネット区でシカが100回

以上も撮影されていた(表8)。撮影があったのは2期間

で、電気柵の侵入箇所が見つかった時期と積雪時の7日間

に集中していた。 

 １月上旬に降雪があり、30 cmほどの積雪がみられたの

で耐雪性について1月23日に目視による調査を行ったが、

傾倒等の被害は見られなかった。 

 

考察 

 

1 融着樹脂ネットの目合と作業性 

 融着樹脂ネット(メルセット○R )は、芯部に高粘度ポリ

エステル樹脂、鞘部に低融点のポリエステル樹脂を配し

た、高強力タイプの芯鞘複合構造マルチフィラメント 

であるため、軽くて丈夫で、特に耐摩耗性、耐候性に優

れている 7)。大きさ、目合、形は自由に変えることがで

きる。本試験では太さ 3〜5 mm の 6 角編み目とした。融

着樹脂ネットの目合を選ぶ場合、イノシシ等に耐えられ

るかどうかが最も重要である。ダイニーマネットは、ポ

リエチレン製で軽くて丈夫なためゴルフネットや獣害対

策用に使用されている。また、ステンレスワイヤー入り

ネットは、シカの噛み切りやイノシシの突進に耐えるた

めにステンレスワイヤーが入っている。しかし、表 5 の

ようにダイニーマネットとステンレスワイヤー入りネッ

トはイノシシに破られたのに対し、融着樹脂ネットの目

合 20 mm、30 mm ともに破られなかった。そのため、強度

はどちらも問題ないと言える。設置の容易さは、20 mm

ネットは 30 mm よりも目合いが細かいため剛性が強く重

いために扱い難く、30 mm よりも設置時間を多く要し

た。また、単価は実験用のため示されなかったが、30 mm

ネットの方が、素材量が少ない分安いと思われる。これ

らを勘案すると目合は 30 mm が良いと判断できる。一

方、ワイヤーメッシュの防御効果は優れていた。またパ

ネル状で自立するため取り扱いは容易であった。しか

し、融着樹脂ネットの重さが 0.8 kg/m に比べ、ワイヤ

ーメッシュは 5 kg/m と重いため、斜面や長い距離を設置

すると重労働になると思われる。 

 試験 4 の現地実証において、融着樹脂ネットはおよそ

20 m 単位でロールに巻いてあり、軽トラックに載せるに

は一人でも行える程度の重さ(16 kg 程度)であった。支

柱へのネットの取り付けは支柱上部のフックに引っ掛け

るだけのため、ロール 1 本(20 m)当たり 3～4 人で 5〜6

分で完了した。支柱とネットを針金で 3 箇所程度縛るの

にやや時間を要したが、結束用器具(ハッカー)の使用や

技能の向上により、さらなる時間の短縮は可能と考えら

れた。 

 本研究により、融着樹脂ネットは軽くて作業性が良い

ことが明らかとなった。 

 

2 強度 

 試験 2 において、イノシシの突進による破損はみられ

なかった。しかし、噛み付き引っ張ることにより、ネッ

トの端が一部わずかに切れた。融着樹脂ネットは裂け目

が広がることはなく、この程度の切れではイノシシが通

り抜けられる程の穴を作ることは不可能と考えられ、実

用上影響無いと思われた。ワイヤーメッシュ柵では突進

された場所が変形する 8)が、融着樹脂ネットでは突進さ

れた場所の変形や切断は無かった。融着樹脂ネットは耐

摩耗性、耐候性に優れているが衝突時の衝撃は支柱とネ

ットの繋部分に集中し、支柱とネットを縛ってある針金

によってネットが切れる可能性があると思われる。 

 

3 地際部からの侵入防止 

 試験 1 で地際部からの侵入が見られたため、予備試験

として、サツマイモ畑に折り裾を付けてネットの折り目

を鉄筋で押さえたところ全く侵入されなかった。しか

し、試験 4 の現地実証では、省力、低コスト化のためネ

ットの折り目の鉄筋を省略した結果、イノシシに侵入さ

れた。侵入の直接的原因は、ネットの状況から推察する

と、アンカーピンが掛けてあるネットが切れた(ネットの

網目糸部分)、もしくは、アンカーピンが抜けた(ネット

が切れない場合)ためと思われた。ネット切れの対策とし

ては、アンカーピンはネットの六角編目には掛けずネッ

トの端の細かく編み込まれた部分に掛けることで防ぐこ

とができる。しかし、アンカーピンが抜けるのは、アン

カーピンの引き抜き抵抗よりもイノシシの力の方が強い

ためで、アンカーピンを増やすか、イノシシに引っ張ら

せない対策をとるかどちらかである。アンカーピンは 1 

m 間隔で打ち込んだが、これ以上間隔を狭めるのは労力

的、金額的にも難しい。融着樹脂ネットは目合が 30 mm

なのでネット面にイノシシは噛み付くことはできない。

しかし、ネットの端は下顎さえ入ればしっかり噛み付く

ことができるため、相当な力でネットを持ち上げたり、

引っ張ったりすることができるようになる。それを防ぐ

表 7 イノシシ用融着樹脂ネットにおける破損状況 

支柱
      (本)

アンカーピン
(本)

抜かれたアン
カーピン (本)

抜けかけアン
カーピン（本）

通り抜けたと思わ
れる箇所数

切れたネット

箇所数1)
針金ほどけた

箇所数
104 208 12 3 5 16 2

1)支柱とネットを針金て縛った箇所が切れた                                    調査日：2018年2月26日  

表 8 シカ用融着樹脂ネット区における獣種別撮

影回数 

シカ イノシシ シカ イノシシ
融着樹脂ネット区 27 2 112 0
無処理区 0 0 0 1
撮影回数は、融着ネット区カメラ3台、無処理区カメラ2台の合計
撮影期間：2017年9月11日－2018年1月23日

試験区
ネットの外側（山側） ネットの内側（牧草側）
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には融着樹脂ネットの端に鉄筋と共にアンカーピンで押

さえる必要があることが推察された。  

 また、シカ用融着樹脂ネット内にシカが多く撮影され

た。融着樹脂ネットの山際の距離を稼ぐため、融着樹脂

ネットの設置を試験区の山側 1 辺のみとし、残り 3 辺は

電気柵を設置した。シカ用電気柵は高さ 180 cm、5 段張

りとした。これはシカ用としては十分な高さと段数 9)で

あったが、電気柵からシカの侵入を許してしまった。シ

カが撮影されたのは 2 回のみで、1 回は電気柵の支柱が

曲がって電線がたるんでいたとき(電気柵を壊して侵入し

た)、2 回目は 40 cm 程度の積雪があったとき（漏電）で

あった。一旦侵入したシカの群れ(4 頭)が融着樹脂ネッ

トで出られずネット際で行ったり来たりしたため、撮影

回数が多くなったと思われる。シカが融着樹脂柵を飛び

越えたり、地際部から侵入したりした形跡は見られなか

った。 

 

4 課題と展望  

 本試験により、融着樹脂ネットは軽くて丈夫で、設置

し易いことが明らかとなったが、普及して行く上では経

済性を考慮する必要がある。侵入防止柵の設置は国の補

助事業  (鳥獣被害防止総合対策)3) で行われることが多

いため、補助事業の上限単価が決められており 10)、シカ

用ロール状金網柵で 1 m 当たり 2150 円、イノシシ用ロ

ール状金網柵で 1 m 当たり 1480 円以下に抑える必要があ

る。試験 4 の購入費用は、融着樹脂ネット、支柱、アン

カーピン等込みでシカ用が 3100 円/m、イノシシ用が

2900 円/m であり、イノシシ用では上限のほぼ倍の金額の

ため相当なコストダウンが望まれる。 

 このように融着樹脂ネットを普及して行く上では価格

が高いことが最大の課題である。イノシシに対して、強

く守るべきところは地際から 600 mm までとされている 8)

ことから、シカ、イノシシ兼用の柵を考えた場合、小嶋
11)は下半分にイノシシに防御効果が高いワイヤーメッシ

ュ柵 12)、上半分にシカ用ネット張った柵を提案してい

る。一般的なポリエチレンネットは耐用年数が 5 年程度

とされており、耐用年数 14 年のワイヤーメッシュ柵と組

み合わせるとネットだけ先に傷むことになる。補助制度

上一部の交換はできないため、上半分に耐摩耗性、耐候

性に優れる融着樹脂ネットと組み合わせることが適して

いると思われる。融着樹脂ネットを今回使用したものよ

り、目合を大きく、線を細くすることで価格が抑えられ

ると考えられる。近年、愛知県ではシカの棲息範囲が拡

がり 13)イノシシ用の侵入防止柵を設置した地域にシカが

増え、イノシシ用侵入防止柵の上にシカ用の防護柵を設

置する必要がある。そこで、融着樹脂ネットの軽くて丈

夫、設置し易い利点を活かして融着樹脂ネットの新たな

使用法として検討して行きたい。 
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